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•この度はお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございまず。 
•この取扱説明書をよく読み、ご理辭した上でご使用くださし、。 
♦取巧説明書及び、巧話書は大切に保管してぐださい。 

ご使用の前に r を全上のご注意」をがずお読みください。 


保証書付 


この取扱説明書には保証書がついています。 
必ず記入をお受けください。 
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この製品は曰本国巧でのみご使用になれます。 
This appliance is designed for domestic use in Japan only 
and can not be used in any other country. 


取扱説明書 

Instruction Manual 



参イラストと実際の商品はを少異なる場合があります。 






























通常風量表示 1 〜 8 の場合 
通常風量表示目〜16の場を 
通苗風量表示17〜24の場合 
通常風量表示2日〜32の場合 


_リズム•おやすみ 
専用風量表示 

XU ス’ムおやすみ風の 
風量別詳細は P 09 を 
ご参照ください。 



風量調節 


リズム•おやすみ風の風量表示 


取扱説明書内容追加•訂正の C 案内 

AFT -940 R 取扱説明書の[リズム，おやすみモード]の内容に一部追加 • 訂正げございます。 

①内容追加事項 

通常モードから U ズム•おやずみモードに切り替えると、電力表示が下記のように切り替わります。 


ひ」ズムボやすみモード設定時に®アイコンをタッチするとデジタル表示部は 
日4一日3一日2一日1の順に切り暫わりまず。 

ひ」ズムボやすみモード設定時に®アイ]ンをタッチするとデジタル表示部は 
日]一日2一日3一日4の順に切り替わりまず。 

※リズム-おやずみモード時は、消費電力表おに対応してお日ず、性格な目安電力は表示されませんのでご了承 < ださい。 


(DP09 グラフ上の文面訂正 


リズム風 


〇風量32でリズム風設定にした場合 
〇風量24でリズム風設定にした場合 
〇風量16でリズム風設定にした場合 
〇風量8でリズム風設定にした場合 


おやすみ風 


誤： 〇風量32でおやずみ風設定にした場合 
誤： 〇風量24でおやすみ風設定にした場合 
誤： 〇風量1日でおやずみ風設定にした場合 
誤： 〇風量8でおやすみ風設定にした場合 


正： 〇リズム風で風量段階日4に設定した場合 
正： OU ズム風で風量段階03に設定した場合 
正： 〇リズム風で風量段階02に設定した場合 
正： 〇リズム風で風量段階01に設定した場含 


正： 〇おやすみ風で風量段階04に設定した場合 
正： 〇おやすみ風で風量段階日3に設定した場合 
正： 〇おやすみ風で風量段階日吕に設定した場合 
正： 〇おやすみ風で風量段階01に設定した場合 
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何卒、ご理解、ご了承のほど、お願い申し上げます 。/\\* 株なさなァピックスィンターナショナル 





























本製品の特徵 ■ ■ ■ ■ ■ 

〇消費電力が低い 

環境にも家計にもやさしい風。 _ 

ミ肖費電力 晴転時. 消費電力 晴転時./ 1 

^約 30 w り巧約 3 w = ¥ I UA 月 

X 従来お扇風俄の';肖費電力は、2010年度に市場で販売された化せ商品巳おを弊社にて計測した平均値でず。 
X 将をは DC タワーフアンを最弱運おで、1曰8時間運おした場合の目安です。 


©風■調節が32段階 

そよ風のような超微風か5 

パワフルな強風まで、32段階ち調節可能。 

通常の風量で体に負担をひけたくないおやずを時や節電したいとさなどに応じて.風量げ細かく変是5れるひ 5. 
家計にちかにちやさしい/ 


©消費電力 ( W ) が 
目で見て分かる 

消費電力をデジタル表示で分かりやすくお知日せ。 

今どのぐ6い電力（目ま）を使つているか、その都度確認できる消費電カデジタル表示機能付きだか6、 

節電を意識しやすし)。 


©先進の DC モーター 

DC ブラシ レス - Digital モーターで 
回転数をデジタル制御 

最弱運転時のフアンスピードは、が来の贏風機の約半分の回掠数。 
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安全上のご注意 


ご使用になる前にほを上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

LU 下のを意事項は、製品をま全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や損害を未然に防止するため 
のちのです。また、注意事項はをおや損害の大ささと切迫の程度を巧おするために、誤った使い方、取扱をずること 
により生じることが想定される内容を「警告」 r を意」の吕つに区分していまず。いずれち安全に関する重要な内容で 
すので、必ずお守0 ください。 


A msuM - この表示をお視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負うことび想定 
/!\言口されるち害の程度を示しています。 


A C + ち この表示を®視して誤った取扱いをすると、人が損害を負うことが想定されるか、 
ZiA /±* 胃物的損害の発生が想定されるを害•損害の程度を示しています。 


図記号の例 


€0 


記号は、禁止の行為であることを告げるちのでず。図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合 
は分解禁止)が描かれています。 

記号は、行為を強制したり指示したりずる内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容(左図 
は電源プラグをコンセントから巧いてください)が描かれていまず。 



0 


禁止 


运 


フラクを巧< 


♦送•吸風□の隙間にピンや針金等の異物を入れないでください。 

感電やショートする恐れびありまず。 

•スプレーちや石油ストーブ、乂気厳禁扱い物を本体のおくに置かないでください。 

爆発や火災の原因になります。 

•修理巧術者 L ソ州ホ、絶対に分解したり、改造したりしないでください。 

凳火したり、異常動作で、ケガをずる恐れがありまず。 

♦本体に水をかけないでください。温室、浴室などの高温多湿の、がのかかる恐れのある場所では 
使巧しないでください。 

漏電して感電やショートなどの原因になりまず。 

参交流1 00 V 政がでは使用しないでください。 

異常発熱して、火がの原因になります。 

•電源コードを傷つけたり、破損したり加工したり無理に巧げたり、引張ったり、たばねたりしないで 
ください。 

また、重し也のを〕ードの上に索せたり、挟み込んだりすると電源〕ードび破損し、火災-感電の原因になりまず。 

♦コードや電源プラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆるいとさは使用しないでください。 

感電•ショート•発火の原因にな0ます。 


♦お手入れするときや、長時間使用しない場合は必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
また、めれた手で差しおさしないでください。 

感電- シヨー トケガの原因になりまず。 
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安全上のご注意(つづさ) 


么注意 

を 

♦風を長時間、身体に当てないでください。 

健康を害ずることびありまず。特に乳幼思お年寄り、ご病気のちにはご注意くださし、。 

♦本体を横にねかせて使用したり、スタンドをつけずに電源を入れて運転させないでください。 

故障や事故、ケガの原因にな0まず。 

•巧類や巧等を本体にかぶせないでください。 

故障や事故の原因になじまず。 

•水平でない場所や不安定な場所に設置しないでください。 

本体が落下-お倒して故障や事巧の原因になります。 

♦ルさなお子様や、取扱説明書が理解できない方のみの単独運転はしないでください。 

がず保護者の方び付を添ってご使巧ください。 

♦障害物(カーテン等)が周囲を遮る場所では使用しないでください。 

力ーテンなどび送風□を遮り故障や事故の原因になじます。 

♦本体の送風□や吸風□を、障害物や テーフ などでふさがないでください。 

故障や事故の原因にな0ます。 

♦次の場所では、使用しないでください。 ■力?^ピ^,ジ等の炎甲ミかく 

■引乂性カスのおる場戸斤 

発火して义災や爆発の原因にな0ます。 .雨や水がかかる場戸]^ 

♦風に吸い込まれやすいちの(紙•ひち•カーテン)の近くで運転しないでください。 

服い込まれたをのび可燃性の場合、発乂ずる恐れびあ0ます。 

♦動かなくなったり、異常が生じた場合は直ちに使用を中止してください。 

感電’漏電-ショートずる恐れびあ0まず。電源プラグを抜いて、弊社アフターサービスまでご連絡 < ださい。 

♦本体に、たたいたり落としたりなどの衝撃を与えないでください。 

故障の原因になります。 

♦市販のア□マオイルを理解せずに、使用しないでください。 

オイルの成分によっては、プラスチック(本製品含む)の変あ-変色、または床(フ □一 1」ング)やテーブルの変色-色落ちなどび 
おこる場含びあ D まず。必ず市販のア□マオイルの取扱説明書をお読みの上、使用して < ださい。 

處 

フラヴを巧< 

•電源プラグを抜くときは、コードを持たずに必ず先端のプラグを持って弓怯振いてください。 

電源プラグのホコ U などは定期的に取ってください。 

感電やショートして発火ずる原因にな0まず。 
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各部のなまス 


前面 


タッチバネル部 


LED ライト表示 


U モコン受信部 


送風 □ 


ア□マトレイ 


スタンド 



背面 


八ンドル 
リモコン収納部 


お掃除カバ 


お掃除カバー固定ネジ 


吸風 □ 


リモコン 



タツチパネル部 













































組み立てかた 


スタンド治幽部分が組立式になってしほすので、下記手順に従って組み立てを行ってくださし、。 


Q スタンドを組み立てる 

はめ込み巧がしっかり組みをうよラに、スタンドを組み合わせます。 


しっかり奥まで差し込む 



且 固定ネジを外す 

図のよラに本体を安定した場所に寝かせて置いてか5、 
本体底面の固定ネジた ケ) を左に回して外しまず。 



^本体が転がってしまラよラな場所に置かないでください 。I 



Q 本体とスタンドを取り付ける 

下記手順で本体とスタンドをお取り付けください。 


① 組み立てたスタンドに電源コードを通す 
©スタンドを本体にはめ込む 
③ 固定ネジを巧に取付け、ちに回し締める 
® 電源コードをスタンドのツメに固定 



ミち意 


ネジの締め付けがゆるいと、運転中に本体がぐらついて輯倒ずる恐れがありまずので、しっかり固定されたことを 
確認してください。 


Q 本体を設置する。 

本体を安定した平5な攝丽こ設置し、電源プラグをコンセントに差し込みます。 


参ご使用前に周りに障害物びないか確認してください。 

参1 oov の家庭用コンセントに電源プラグを差し込みます。 



台座を取り付ける前や組み立て中に電源プラグを、コンセントに差し込まないでくださし、。 

つアンび◎り出し、故障やケガをずる恐れびありまず。 


05 

































組み立てかた(つづき) 


リ モコ ンの電池交換について 

■リモコンに電池を入れる場合や、交換時は次のように行ってくださし、。 

付属の電池はモこター用ですので寿命が短い場をがあります。 

早めに新しい電池と交換することをお勧めします。 


回 カバーを取りつけます。 




古い電池は各地域の自治体の指示に従って 
姐理をしてください。 

※損失防止のため、使用しないときはのモ]ン収納部」に収納しましょう。 _ 


他機器との併用について 

■他機器のリモコンと併用する際は、本体に影響のない場所でご使用ください。 

テレビやオーディオのリモコン等(携帯電話)を使用した際、まれに本体が反応して動作する事び 
あります。これは本製品と偶然同じ周波数である事で起きる現象です。そのような場合は、本体に 
影響しない場所でご使用ください。 



□ 


ツメを矢目 P の方向に 
押さえながら引く。 
リモコン 裏面 



ツメで〇をつまみなび50の 
方向へ引< 


電池を正しく入れます。 

<裏面> 

_ リチウムボタン電池 

- CR2032/3V 



必ず+面を上にして <ださい。※逆向をでは入りません。 



リモコンに関するご注意 


♦本体との距離び(巧の場所から、本体に向けてボタンを押してください。本体とリモコンの間に障害物など遮るものび 
あると、 I 」モコンび正しく動作しません。 

•電池び消耗して < ると、正し < 動作しなかったり、反応び鈍 < なります。その時は新しい電池と交撰してください。 

参 IJ モコソま落としたり、強い衝撃をちえたり、水などでめらさないでください。故障やショートの原因になります。 


池に関するごを意 


参電池は、使い方を誤ると電池の液漏れなどにより製品び腐軸したり、電池び破損したりする恐れびあります。 

•電池は必ず+—を確認して正し < 入れてください。 

•電池は、充電、分觸、改造、加熱しないで < ださい。また指定の電地切外は入れないで < ださい。 

•電池を交撰する際は、新しい電池と交操して < ださい。ち < なった電油を使用しないでください。 

•使い終わった電她よ、お近くの電池回収箱設置所に持っていくか、各地域の自治体の指示に従って処理をしてください。 
参シーズン終了時には必ず電池をあしで保管してください。 
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使いかた 


電源プラグを家庭用 （100 V ) コンセントに差し込みます。 ※操作は、本体タッチパネルと U モコンのどちらでもできまず。 


n タッチ/はルボタンの動作 

ち下図のアイコンを軽 < タッチするだけで各操作をすることびでをます。 

電源をつける 

①の電源アイコンをタッチし、電源を入/切しまず(まず運乾を開始しまず） 

•運転中に⑦電源アイコンをタッチずると、デジタル / LED 表示が肖えてをての運転び停止します。 

オフタイマーを設定する 

⑥のタイマーアイコンをタッチしてオフタイマーを設定しまず (1 H - ►吕 H 一 4 H -8 H 一解除- ►1 H の順） 

参設定した時間を、電源を切りたい時に設定しまず。 

♦時間び経つと LED 表をび巧り換わり、残りの時間を表おします。 

•設定を辭除するにはタイマーアイコンをタッチして解除ずるか電源を切0まず。 

電力を表示する 

③電力表示アイコンをタッチずると、風量に巧しての消費電力び已秒間デジタル表示部に表示されまず。 


風量を調節する」※全 32 段階 

④の©アイコンをタッチずると風量が下がり、 

④の©アイコンをタッチずると風量び上びりまず。 

♦長巧しすると連続で上げ下げすることびできます。 


首振り運転する 


⑥の首振りアイコンをタッチずると、 

首振り運おを開始しまず。 
(首振り運転^通常運転^首ぉり運ぉの順) 

参を動で本体の角度ををえたを首振り設定にずると、 
その角度を起点に首振り運転します。 


リズム-おやすみモードに設定する 

⑥のリズム•おやずみアイコンをタッチずると 
U ズム•おやすみモードに切曾えれまず。 
(リズム風一おやずみ一通常^リズム風の順） 

♦註細は08ページを参照ください。 


操作八ネル 


③タイマー ①電源 ⑥ U ズム•おやすみ 



③電力表示 ④風量調節 ⑥首振り 
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使いかた(つづき) 


曰 デジタル / LED 表示 

設定状況をデジタル / LED の表示で分かりやすくお知らせします。 

(ja 量表示) ※全32段階 

電源を入れるとデジタル表示部に風量数値が表示されます。このとを左下図の〇風量表示マーク(中) 
が同時に点なします。 

•風量を上げたり下げたりすると、デジタル表京部の数値び変化し、そのとさの風量をお知5せしまず。 

•電源プラグを抜かない限り、再度電源を入れると前回使用時の設定で運転開始します。 


度力表示) 


電力表示アイコンをタッチすると、風量に巧しての消費電力が已秒間デジタル表示部に表示されます。 
このとき左下図の®電カマーク ( W ) が同時に点灯します。 


♦已砂経過ずるとデジタル表示部は、風量の表示に戻ります。 


X W は W (ヮット）数を表しています。 

X 消費電力表示はあくまで目をです。実隱の電力とは若干異なる場合があります。 


タイマー表示 


電源が入った状態でタイマーアイコンをタッチずると、1 H 一 2 H 一 4 H 一消灯一1 H の順にち下図 
©タイマー表示部の LED ライトが点打します。 

♦一度電源を切ると未設定状態になるため、ライトは点灯しません。 


。ズム•おやすみ表示 


電源が入つた状態でリズム‘おやすみアイコンをタッチすると、リズム^おやすみ^消口^リズムの順に 
ち下図〇リズム•おやすみ表示部の LED ライトが点灯します。 

•運転中に電源をタッチすると、 LED 表示ランプび消えてをての運転び停止します。 

•リズム風に関しては電源プラグを振かない限り、再度電源を入れると前回使用時の設定で運転開始します。 

•おやすみ風に関し口ま、一度電源を切ると未設定が態になるため、ライトは点好しません。 
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使いかた(つづき) 


Q U ズム•おやすみ風と風量の調節 


リズム風 I リズムは下図の様な変化を繰り返しおこないます。 

〇風量32でリズム風設定にした場合 〇風量24でリズム風設定にした場合 





時間(秒） 



おやすみ風）下図のようになめ5かなリズムで風量が自然に弱くなっていきます。 

3- 〇風量32でおやすみ風設定にした場合 〇風量24でおやすみ風設定にした場合 


L 時間(分） 


120 150 


-時間(分） 


風置 


〇風量16でおやずみ風設定にした場合 


風量 


L 時間(分） 


〇風量8でおやすみ風設定にした場合 


-時間(分） 


A 注意 


’おやすみ風は一度電源を切ると、未設定の状態に戻ります。 

-途中で停止ごせたい場合は、タイマーの設定を必ずおこなってください。（設定をしないと運乾し続けます。） 


09 

















































使いかた(つづき) 


Q ア□マの使用について ■ 

お手持ちのア□マエッセンスについて…に Q 

♦ア□マオイルにより、プラスチックを変色'変あさせるものびありますので、こぼれ落ちなしなうを意してください。 

■使いかた手順 


① 前面カノ（一の送風□下部にあるア□マトレイを手前に弓いて本体から取り出します。 
③ア□マトレイにア□マノ くッドをセットしてオイルを1〜2滴染み込ませます。 

③ア□マトレイを本体にしっかり奥まで取付けます。 



ア□乃（ッドは3枚付属してしほすので、お好みのア□マにより使い分けびできます。 

ア□マノ くッドは消耗品でず。新しいア□マノ くッドのおホ财ま、当社アフターヴービス部までご連絡ください。 


ミま A 意 


•ア□マエッセンスのミ主意書をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

♦人体に影響を励ま’す廣性のある)ものは絶対に使用しないでください。 

♦ア□マエッセンスの成分よつ口ま、床口 □-リング)やテーブルび変色や色落ちする恐れびありますので、ご注意ください。 

♦ア □マ オイルびこぼれると、ア □マト レイび変質变形して取りはずせなくなる場合びありますので、お取扱いはア □マ オイルの 
注意書’成分表をよ < お読みの上、注意してご使用 < ださい。 

♦ア□マオイルの影響によるこれらの事故につをましては、当製品のイ呆記がとなります。あらかじめご了承ください。 
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お手入れ 


末永くお使い頂くために必ず定期的にお手入れを行ってください。 （1 ヶ月に1回び目安です。） 
お手入れ前に運転を停止して電源プラグを抜いてください。 


n 本体のお手入れ 


巧れびついたとさは、柔らかい巧でからぶきしてください。 

中性洗剤をめるま湯で薄めたをのを、布につけよく絞ってから拭くと巧れびよく落ちます。 


A ま意 


•シンナー•ベンジン I アルコールブルカリ洗剤 
•みがを粉は使用しないでください。 



曰 フアンのお手入れ 

①固定ネジを外す 

マイナスドライバー、またはコイン等で 
ネジを反時計回りに回してがします。 


⑨お掃除 カバーを 取り外す 

まずカバーち側を浮かせ、その後カバーち側を 
手前に引いて取りがします。 


③フアンを掃除ずる 

小さななやティッシュでフアンについた 
ホコ U 等を取り除をます。 





お手入れが終わったらは、取外し時と逆の手順でカバーを取り付けてください。 

※最德にネジをち回りに回してしっかり締めたらお手入れ完了でず。 

(^33 願し> I 内部に直接水や洗剤をかけて洗わないでください。感電や故障の原因になりまず。 


保管について 


長時間使用しない場合や、シーズン終了後は、ビニール袋に入れて、お買い上げ時の箱に入れて 
大切に保管してください。 


•直射曰光のあたる場所や、多温を湿の場所に放置しないでください。変形や故障の 
原因になります。 

♦箱を保管する際は、高い場所、不安定な場所はなるべく避けてください。取出し時、 
落下 等でケガをする恐れびあります。 
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故障かな？と思った 5 


使用方法を間違えたりずると次のよラな症状が起こり、故障と思われることがあります。 
お買い上げの販売店、または当社アフターサービスにご相談になる前に、下記の表で不具合内容を 
チェックしてください。 


症状 

原因 

処置*確認 


電池の残量がかなくなって 

付属の電池はモニター用ですので 


いませんか？ 

早めに新しい乾電池と交換して 
<ださい。 

リモコンが 

本体との間に障害物など 

U モコン受信部に向けて操作して 

さかない 

ありませんか？ 

<ださい。 

夕茲^ 0 日ページを参照 


電池の (+)(-) 向きは正しく 

電池の向をを確認して正しく 


セツトされていますか？ 

セツトしてくださし、。 

風量が弱い 

お手入れをしてますか？ 

お手入れをしっか0行ってください。 

本体内部のフアンにホコ U び 

(ホコI」等を取り P をいてください） 

風音か大きい 

溜まっていませんか？ 

み 丘" 〇扫ページを参照 


「首振り」作動時は、首振り巧 

異常ではありません。 

異音びする 

ギアモーターの作動音がします。 

その他の音がする場合は販売店か当社 


(回転の為） 

までご連絡ください。 


上記を調べた上で、解決でさなかった場合は、お買い求めの販売店、ちしくは当社アフターサービスまでご連絡 
ください。（商品の不具合状況をでさるだけ具体的にお伝えください。） 



電圧( V ) 

周波数 ( Hz ) 

消'費電力 ( W ) 

回転数 ( 「 /min) 

風速 (m/min) 

風量 （ m / min ) 

電源コード (m) 

100 

50/60 

18 

20 已〇 

209 

10.4 

1.8 


製品寸ま 

(約)幅280 X 奥行280 X 高さ900 ( mm ) 

首振0角度 

70度 

本体重量 

(約) 3.3 kg 

材 質 

本体： ABS 樹月旨 
タツチパネル部 : AS 

U 亡コン電池 

U チウム電池に R 2032 DC 3 V ) X 1 個 


※製品仕様および外観は改良のため、予告なく変更することびあります。 
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アフターサービス 


アフターヴービスについてごす明の場ちには、お買上げの販売店、または魄社まで 
お問い合せください。 

1.修理を依頼される時 

* 保証期間中は、商品に保証書を添えてお買上げ販売店にご持参、または弊社にご連糖ください。 

保証書の記載內容により無料修理致します。 

* 保証期間び過ぎている時は、弊社にご連絡、ご相談<ださい。 

* 保証書に巧おの記入や販売店の印章びなを場含、または語句を書き替えられた場をは、無料修理を巧証することはでをません 
のでご注意 < ださい。 

2補修用性能部品の保有期間 

* この製品の補修用性能部品の保有期間は製造巧切後8年間です。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な 
部品です。 

3.保証書について 

* 保証書はおず「お買い上げ曰■娘売店名」などの記入をお確かめの上、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

* 保話期間はお買い上げから1年間です。 


長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示 

本体に表示している【設計上の標準使巧期間】とは、経年劣化により危害の発生が高まることを注意喚起する 
ために、電気巧品ま全まで義務付け5れた内容の表示を行っていまず。 


•設計上の標準使用期間とは？ 


ち記の標準的な使用条件の下で、適切な取扱い、適切な維持管理 
により、製造した年か5ま全上支障なく使用することびできる 
標準期間を記していまず。 

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なりまず。また惜発的な 
故障を保証する期間ではありません。無償保証期間は、お買い上げの日 
から1年間でず。 


•ご注意 

(社)日本電機工業含び規格化した基準条件で算出した目安期間 
ですので、使用頻度、使用環境、業務用などで使用すると、 

標準使用期間よりを短い期間で経年劣化する可能性びあります。 


点検-修理-ご相談-お問い合せ巧 


ご連絡していたださたい内容 

♦製品名♦品番♦お買上げ曰 

♦販売店♦故障の状況を具体的に 

修理に関するお問い合せ 
アフターサービス 等 

1 顧 012 0- 

350352 


営業時間：（平日）ち曜日〜金曜日※祝祭日を除く 午前10 : 00〜11: 30 ※混雑時には髮びりにくい場合びあります。 

午後 1 : on 〜5 : 00 時間をおいてからお掛け直しください。 
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設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、 

経年劣化による発乂クガ等の事故に至る恐れびあります。 
点検のご用命は弊社 アフターサービス 部まで 
ご連絡 < ださい。 


(社）日本電機工業会自主基準 HD-1 16-3 による【扇風機】 



電圧 

単相1 00 V 

環境 

条件 

周波数 

己 0/60 HZ 

温度/湿度 

3日。 C / 目目％±20% 


設置場戸斤 

取扱説明書による 
標準設置 

負荷 
ま件 


定格負荷（風速） 


運転時間 

8時間/曰 

想定 

運転回数 

己回/曰 

時間 

など 

運転曰数 

110曰/年 

スイッチ操作回数 

己己0回/年 


首振運起の割を 

100% 































Memo 
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